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論 文 内 容 の 要 旨

日的) 本研究において四種類のba】ユooncathetersystemsを作製し,その使用手技を開発したOその

日的は,1)従来不可能であった頭蓋内血管の超選択的血管造影を可能旺すること,2)脳動脈癖,脳動静

脈奇形,窺動脈海綿静脈洞塵に対する信頼性のある閉塞治療を開発すること, 3)脳腫癌への局所薬剤注

入を可能にすること,である｡

方法) 1.超選択的血管造影,局所薬剤注入に用いる ballooncatheterとして balloon先端に小孔を

穿ったものと,小孔を穿っていないものの2種環を作製したoBalloonは naturalrubberlatexを用い

て作製し 縮小時外径を 0.6-2.0mm とした｡ catheter材質には polyethylene(外径 Fr.2.0,Shore

S85)を主として使用したo Ballooncatheterを血管内に挿入,誘導する際の補助装置として,Sheath

introducer(Fr5.0-6.3),polyethylenetube(Fr6.0),Tuohyborstadaptorを使用した｡成犬5頭で

選択的内頚動脈造影を行なった後,23回の頭蓋内血管の Catheterizationを行った｡

2. 閉塞治療に用いるballooncatheterとしてballoonとcatheterを切り離すことが可能なreleasable

ballooncatheterを2種類作製した｡ 1つの banooncatheter(TypeI)では,balloonと catheterを

ethylene-vinylalcoholcopolymer製の tubeで連結したOcatheterを回転させ, この連結部の tubeを

損じ切ることで,balloonを切り離すO他の1つ くTypeII)では,balloonと catheterを polyvinylal-

cohol(P甘A)製の tubeで連結した｡ P甘Atube外側に2つの電極を取 りつけた｡ニ電極間に通電した

高周波電流の発生する熱で,PVAtubeを溶解するように設計したO高周派電流発生装置としてAesclup

GK-34を用いたoTypeI,TypeII両者の Catheterにおいて,切り離れた balloonの縮小防止に用い

る硬化性液体 として 2-hydroxyethylmethacrylate(HEMA)を用 いた｡HEMA に metrizamide,

Sodiumiothalamate,megluminesodium iodamideの3種類の造影剤のうち,一つを混合することで

造影可能にすることができたO混合液は37℃下で4分間でゲル化するように調節したO

作製した releasableballooncatheterを用いて,17頭の雑種成犬の頚動脈頚静脈寮の閉塞を行った後,
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9回の臨床応用を行った0 .g

結果および結論) 1. 超選択的血管造影,局所薬剤注入に用いる ballooncathetersystems:

成犬を用いた選択的内頚動脈造影に全例成功した後,後述の9回の閉塞治療を含め,計23回の臨床応用

を行った02回に合併症を認めた0本研究にて作製した ballooncathetersystemsを用いることで前大

脳動脈,中大脳動脈,後大脳動脈等 1-1.5mm以上の脳血管に catheterを誘導することが可能であっ氏.

catheterを挿入された血管には明らかな血管れん緒を認めなかった｡日的部位に catheterを諌導する手

技として,用手圧迫法,doubleba】血oncatheterte血nique等, 特殊な手技が必要であった｡ 超選択的

血管造影の手技として,elimination法 non-elimination法など,特別な手技を適宜使い分けることが必

要であった｡

2.閉塞治療に用いる releasableballooncathetersystems:

雑種成犬17頭の頚動脈頚静脈療の閉塞を,TypeI,TypeIIの ballooncatheterを用いて行い全例に

おいて閉塞に成功した.現在までに脳動静脈奇形5回,脳動脈痛3回,頚動脈海綿静脈洞療1回の閉塞治

療を行った.その結果,balloonembolizationは,脳動静脈奇形の外科的摘出の強力な補助治療として,

脳動脈癌では,その茎部の閉塞が可能な場合には根治治療として,また外傷性頚動脈海綿静脈洞湊の根治

治療として将来重要な手技になりうると考えられた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

超選択的血管造影および頭蓋内血管病変に対する選択的閉塞治療を目的として,四種類のパルソ･カテ

ーテルと造影可能な硬化性液体を設計 ･作製した｡上記カテーテルの内二種類は超選択的血管造影に用い

るが,このうち一つではカテーテル先端のパルソに小孔を設置し,薬剤の局所注入を可能にした｡他のこ

種額のカテーテルと硬化性液体は,頭蓋内血管病変の閉塞に使用する｡このパルソ･カテーテルでは,先

端のパル ソとそれに続くカテーテルの間に特殊な接合部を設け,パルソが閉塞部位に到達後,この接合部

を切断することが可能であるO接合部はェチレンビニルアルコール製のチューブを用いたものとポ1)ビニ

ルアルコール製のチューブを用いたものに分けられる｡前者ではカテーテルを回転することで接合部を損

じ切るようにした｡後者では接合部チューブの外側に取 り付けた電極に高周波電流を流し,電流の発生す

る熱で, チューブを溶解切断する｡ パルソ縮小防止に用いる硬化性液体には,2--イド戸車シエチルメ

サクリレートとこれに混合可能な造影剤より作製した｡これら作製したカテーテル ･システムを22頭の雑

種成犬で実験した｡実験に良好な結果を得たので現在までに23回の臨床応用を行った｡うち9回は閉塞治

療を行った｡超選択的血管造影では,圧迫法,ダブル ･パルソ法,消去法,非消去法などの特別な手技が

必要であり,かつ有効であった｡閉塞治療では脳動脈痛茎部ないし癌部,脳動静脈奇形では主な流入動脈,

頚動脈海綿静脈洞寮では療部の選択的閉塞が可能であり,今後重要な手技となることが予想されるo

以上の研究は脳血管性疾患に対する血管内からの治療に寄与するところが多い｡

したがって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-378-


